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千新まち協 検索 

明けましておめでとうございます 

千里新田地区まちづくり協議会 

会 長  奥  保 明 

 

 

日   時： １月 19日（日）

９：３０～１０：３０（雨天決行）  

想   定： ９：３０地震発生（震度６強）  

訓練内容：●家庭で行う訓練  

●自治会等で決めた一時避難地へ避難  

●緊急避難場所（小学校）へ避難  

●情報収集訓練（避難者カードに登録） 

●可搬式ポンプによる消火訓練  

●消火器操作訓練 

 

 

 

 

1 月１９日（日）の合同防災訓練終了後に、「地

域住民還元セール」と称してまちづくり協議会の

加盟団体が中心となって「バザー」を開催します。

「フードロスや消費ロス」をなくすと共に、家計

を直撃した食品・光熱費の高騰に対して、ほんの

少しだけでも地域住民の皆様に還元できる取り組

みを行います。収益の一部は、児童や園児の登下

校時の見守り活動を行っている 

「青色防犯パトロールカー」の 

維持管理費に使われます。 

千里新田地区 

「地域住民還元セール」 

 青パトの乗車 

体験もあります。 

 

合同防災訓練のお知らせ  

千里新田地区に新たな朝が訪れました。初日の出が様々な人々の、様々な朝

を照らし出したことでしょう。 

ところで、自然の出来事として、日の出は毎日のことで、特別というわけではありません。

私たちが感じる元旦にまつわる特別な気持ちはどこから来たのでしょう。昼と夜、暑さと寒

さ、あるいは乾燥と雨、これらがある間隔をおいて、繰り返しているのではないかと気がつい

た。その人は、１年を日にちで輪に結べば、特定の日に起こるであろう事象について、備え、

あるいは先回りして生活の糧を得ることができるのではないかと考えたのかもしれません。そ

のスタートを仲間と祝う特別な日にした深い理由は、人が時というものを発見し、将来を予見

するツールとして、子々孫々に伝えようと考えたことに始まったのではないでしょうか。繰り

返し煮詰められた年間スケジュールは、幸福な将来の先取りです。映画の予告編みたいに、楽

しくないわけがありません。 

そもそも、１月１日、それも西暦１年の元旦は、なぜ冬至の２週間ほど後になったのでしょ

う。キリストが生まれる前に、カエサルが定めたユリウス暦１月１日がもともとの 

始まりだったようです。その時の冬至が過ぎた最初の新月が、１月１日になった 

とも思えます。あるいは、暦の切り替えに際して、旧暦の大晦日まで使い、 

翌日から新暦にしますとしたのかもしれません。明治政府の切り替えは 

もっと乱暴だったようですが… 

また実りある一年を楽しく繰り返していくことが、とりもなおさず、まちづくり協議会の新

年の決意です。地域はエンドレス、Forever     新しい人との出会いで育てていきましょう。 

 

この訓練は 

どなたでも参加

できます♪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

   

第 36 回千里新田地区市民体育祭を 10月 13 日（日）に千里新田小学校で 

開催しました。数日前まで雨天が続いていたので開催が心配されましたが、当 

日はカラッと晴れ渡る運動会日和となり、スタッフ一同胸をなでおろしました。 

市民体育祭は、地域を 4 つのブロックに分けて対抗戦が行われますが、以前 

のように各ブロックを識別できる 4 色のタオルが欲しいとの意見があったので、 

今回はカラータオルを購入し、参加者全員に配布しました。 

開会式では小学生による選手宣誓、優勝・準優勝トロフィーの返還が行なわれ、 

元気な児童の姿に皆の笑顔がはじけました。 

競技内容は、老若男女問わず多種な内容に皆が大いに楽しんでおられました。 

出場者の頑張りに見守る皆さんも大きな声援を送っていました。クライマックスは、最後のプログラム「ブ 

     ロック対抗リレー」でしたね。抜きつ抜かれつのデッドヒートに大興奮！ 

        皆が手に汗を握り我が陣営に大声援を。まさに運動場全体が歓声であふれ 

     ていました。 

                競技参加者数は、午前 737 名、午後 496 名、延べ 1,233 名となり、 

       特に大きなけがや事故もなく全ての競技を終えることが出来ました。準備 

     と片づけも諸団体の方々がたくさん手伝いして頂き感謝です！地域の皆様 

     市民体育祭を楽しんでいただけたと思いますが、どうだったでしょうか？ 

 

令和６年 11 月 2 日（土）千里新田地区公民館にて、千里新田地区まちづ

くり協議会主催の懇親会が開催されました。４０名のご参加を頂き、夏祭りの

スタッフ・市民体育祭スタッフの労いと共に地域の皆様方の懇親を深められ

る盛大な会となりました。 

まちづくり協議会の奥会長より「千里新田地区の皆様が、地区行事を盛り上

げて頂くように」との挨拶で会が 

スタートしました。 

会場内は、和気あいあいとした 

雰囲気の中、参加された方々が地 

域活動での苦労話や協議会に対し 

ての御意見も話され、様々な話題 

に花が咲いていました。終始、和 

やかなムードで、今年もまちづく 

り協議会及び各諸団体による楽しい地域活動が繰り広げられる事を願い、皆

様と一緒に活動を進める事を確約し、閉会となりました。 

 

                  

 

 

 

 

まち協懇親会  

市民体育祭  千里新田地区連合自治会長 

瀬戸口 豪 

まちづくり協議会総務 

 神馬 克之 

 

 

子どももちつきフェスタ開催 

祭  

子どももちつきフェスタ実行委員会 

神馬 克之 
 令和６年 12 月 15 日(日)9 時から千里新田小学校にて子どももちつきフェスタが５年ぶりに開催されまし

た。当日は気温も少し高く、素晴らしいもちつき日和になりました。今年は「つき手を体験したい人」と「も

ちまるめを体験したい人」それぞれの参加者を募りました。また今回は、その場でおもちは食べず、参加賞と

して、市販のおもちを配りました。総数で 287 名（スタッフ含む）の参加を頂き、盛大なもちつきフェスタ

になりました。保護者の方々も楽しそうにおもちをつく子どもたち同様に楽しんでおられました。 

千里新田小学校 児童 

 



～秋の自然満喫！やきいもを食べたよ！～ 

春に植えたサツマイモを掘りました！畑からサツマイモが出てくると大喜びの子供たちです。１１月７日に

は、園庭で焚き火をし、地域の方も一緒に参加してホックホクの焼き芋も食べました！  

また、秋の自然物いっぱいの公園に遠足に行きました。年齢ごとにいろいろな公園に行き、木の実を集めたり、

きれいな落ち葉を拾ったり、秋の自然をたっぷり堪能しましたよ。外で食べるお弁当が嬉しく、まだかまだかと

お弁当の時間を楽しみにしていた子供たちです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千里新田小学校

【た】たすけあい 【け】元気いっぱい

【の】伸びゆく子 

【こ】心豊かな千新っ子 

10/31（木）11/1（金）兵庫県養父市ハチ高原 

予報では心配な空模様でしたが、現地では活動中雨に降ら

れることなく、元気に活動しました。鉢伏登山、カートンドック

作り、魚つかみ、どの活動も力の限りがんばりました。今回の

活動の目標は「cooperate 心を一つに」全員でしっかり考

え、気持ちを合わせてやりきることができました。 

11/5（火）６（水）広島県広島市・宮島 

６年生１２１名が全員出席で出発できました。これまでの平和

学習の総まとめ。広島の地で見たこと、聞いたこと、感じたこと

を心に刻み、自分たちが発信者として果たす役割を実感しまし

た。翌日は宮島での活動。たくさんの思い出とともに、おみやげ

もいっぱい持ち帰りました。もみじ饅頭と木刀と…（(笑)） 
 

９月２０日に第４３回総合文化発表会を実施しました。

生徒会のオープニングに始まり１年生はクラス合唱と学

年合唱、２年生は日本や世界の伝統的なダンス、３年生

はクラス劇を選考会で選ばれたクラスが披露しました。

最後はギター・マンドリン部による演奏で締めくくりま

した。また各学年や教科、部活動の展示も行われました。 

１０月１８日に第４５回体育大会を実施しました。 

生徒入場に始まり、個人種目や団体種目、クラブリレー、最後は３年生

がクラス別のオリジナルダンスを披露しました。どの競技においても

応援し合い仲間とともに力を出し切る姿が見られ、素敵な１日となり

ました。大勢の保護者の皆様、地域の皆様にご参加いただきました。 

 
うんとこしょ 

どっこいしょ！ 

いろいろな公園で自然遊びしたよ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のセンターまつりは創立 15 周年を記念した特別なおまつりでした。当日は、子ども達が作ったくす

玉割りのオープニングに始まり、弦楽三重奏、バルーンショー、南千里 

中学校のギターマンドリン部の演奏が行われました。フォトブースのコ 

ーナーでは一人一人が記念撮影。バルーンで作った虹のアーチとかわい 

い動物達に囲まれて、子ども達には思い出の１枚になりました。また、 

集会室が「クローバー記念館」に。これまでのセンターの歴史を振り返 

る部屋となり、懐かしい工作や遊びに子ども達は夢中になっていました。 

広場のスーパーボールすくいや腕相撲も人気があり、大いに盛り上がり 

子ども達や地域の皆さんと共に 15 周年をお祝いすることができました。 

管理運営協議会は 15 年間の指定管理業務を終え、2025 年４月１日 

からは新たな指定管理者へ運営を引き継ぎます。これまでのご支援に 

心より感謝申し上げますとともに、引き続き、指定管理期間の終了まで 

ご理解とご協力を賜ります。 

ようお願い申し上げます。 
 

  

 

 「笑顔であいさつ、みんなが繋がる安全な町」の地区スローガンのもと地域の方々と 

協力しながら活動しています。 

高齢の方と「いきいきサロン」、独居の方の「むつみ会」、そして子育て支援「のびのび」 

を実施しています。また、高齢でお独り住まいの不安な方への「鍵あずかり事業」も行っています。 

 福祉教育として、小学校・中学校で車椅子、白杖などの体験学習も実施しています。 

     社会福祉協議会と包括センターとの地域検討会で話し合うなか「千新うき 

      うきウォークマップ」を作成・配布し、地域での散策、新しい発見、体力作 

               りにと活用頂いています。 

          地域の皆様とも共感しあい誰一人として置き去りにしない思いでまち協 

               や各団体への活動に参加し、笑顔の地域をめざしてこれからも楽しく続けて 

               まいります。今後とも福祉委員会にご協力をお願いいたします。 

 

１０月２０日、センターまつりを開催しました！ 千里山竹園児童センター  

館長 金尾 博之  

 11 月 30 日(土)『ちびっこワンツースリーニュー広場』が、千里山保育園で開催されました。 

千里新田地区からは、こども園の先生 2名と地域ボランティアの方がスタッフとして参加しました。 

天候に恵まれ、総勢 130 名の参加がありました。千新地区からもたくさんの子どもたちが参加してくれま

した。子育てサロン「のびのび」に来てくださっている方々ともお会いできて大変うれしかったです。 

 赤ちゃんコーナーは特に盛況で、絵本コーナーでは図書館の方の読み聞かせに子どもたちは体を乗り出し

てお話を聞いていました。 

 私たちはクラフトコーナーで、お皿のコマづくりを手伝いました。コマが出来上がると早速回して大喜び

する子どもたちに元気を頂きました。また「パッチンがえる」づくりも楽しかったようです。 

     ホールではボールプール・サーキット、屋外では砂あそびなどいろいろな遊び体験が出来ました。 

        土曜日でもあり、お父さんの参加もありました。初めての出会いもあり、千二・千三地区 

        の方々との交流もありました。 

        １時間 30 分はあっという間に終わり、お手伝いに行ったメンバーは子どもたちから元気 

        をいっぱいもらった一日でした。 

 

ちびっこワンツースリーニュー広場 
千里新田小学校区主任児童委員 

瀬戸口 和代  

『千里新田地区福祉委員会』 

 

オープニングのくす玉割り 

福祉委員会

マスコット

名前募集中

で～す♪ 

10 月 26・27 日２日間に渡り公民館文化祭を行いました。コロナ禍が去ったとはいえ、色々な制限を受

けながら準備を進めていく中で新しい発想に気づくこともありました。展示や演芸発表など諸団体・同好会・

地域住民の方々のご協力のもと無事行うことができましたこと感謝申し上げます。 

 今後も企画運営委員共々学びの場としての公民館活動を続けてまいりたいと思いっております。変わらぬ

ご支援・ご協力よろしくお願いいたします。 

 

公民館文化祭  
千里新田地区公民館 

館長 筒井 枝美子 


